
一筆書きにチャレンジ！ 

【答え】全部一筆書きできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月 2日（木）に、5年 1 組で算数の授業研究会が行われました。内容は「小数のわり算」です。 

今までは、小数でわることは学んでいない子ども達。これまでの学習を使いながら、小数÷小数の計算方法を考えます。    ↑授業の黒板です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 授業の流れは、矢印の通りです。問題を考えたり友達の考えを書いたりする場所は、高学年では 1 ページほど使います。この【考える】の 

場所がぎっしり埋まることを目指して、私たちは日々授業に取り組んでいます。 

 佐志小学校の児童は、素直で一生懸命授業に取り組んでいます。今年度は、子どもたちの日々の姿を褒めるために、算数ノートの紹介をし 

ます。3年生以上の児童のノートを児童玄関入って右側に掲示していますので、日曜参観の折にぜひご覧ください。また、自学ノートへの取り 

組みも進めています。週末等時間があるときに、お子さんと一緒に自学に取り組まれるのもいいですね。 

佐志小 算数通信 
第 3号 Ｒ4,6,7 文責 学力向上推進教員 渡邊 

【めあて】 

問題を読み、前の時間と違うと

ころを考え、今日のめあてを立

てます。 

【問題】 

コピーした紙を貼ります。のり

で貼る作業も、さすが高学年。

とてもスムーズです。 

【まとめ】 

今日、学んだことをまとめま

す。高学年は、キーワードを使

いながら、自分でまとめが書け

るようになります。大事な言葉

は赤ペン等で強調させます。 

 

【ふりかえり】 

書く内容も「分かったこと」や

「友達のいいところ」など決め

て書くようにしています。 

【考える】 

まずは問題に一人でチャレンジ

します。５分後くらいに友達と

交流し、考えを深めます。考え

が途中の時も、できたところま

でを友達に伝えます。 

【説明】 

一人でタイムの時に、友達に伝

えられるように文章で書いてお

きます。文章を書くことで、自

分の考えを整理することができ

ます。説明が書ける人こそ、本

当に問題が分かっている人で

す。 

【練習問題】 

練習問題を数問解き、本当に理

解できているかをみます。 

⇦５年 1組 宮本駿さんのノート 


